
TDAS解説



認知症スクリーニング２次検査
ＴＤＡＳ結果判定 マニュアル

項目
ＮＯ．

項目名 内容 判断基準 重要度

1 単語再認 最近の記憶 軽度の方が間違える。 重要

2 口頭命令 音声の支持に従う

3
図形認識 図形の記憶

項目№1と№6に次いで間違えやす
い問題。

4 概念理解 手紙の手順 手順の多少の前後はかまわない。 ０点ｏｒ５点（間違えると５点）

5 名称記憶 指の名称記憶

6 見当識 年月日の記憶 軽度の方が間違える。 重要

7
お金の計算

支持された金額の硬貨の
組み合わせで支払う

項目№1と№6がないのに点数の高
い方は知的レベルの低い方。

項目№1と№6に加え点数が高けれ
ば日常生活に支障をきたす。

8 道具の理解 日用品の用途の理解 高度の方が間違える問題。

9
時計の理解 時計と時間の理解

項目№1と№6がないのに点数の高
い方は知的レベルの低い方。

項目№1と№6に加え点数が高けれ
ば日常生活に支障をきたす。

総合判定

合計点

０点～１０１点をカウント
０点～６点正常域
７点～１３点予防域
１４点以上専門医受診
今までに悪い方の最高７０点

14点以上及びテスト時間３０分以
上の方には専門医受診をお勧めく
ださい。
予防域の方も早期発見の観点から
専門医の受診が望ましいですので
お勧めください。経過時間

通常１５分～20分
30分以上は認知症の方



単語再認テスト

１．まず画面に左のような表
示を行い、青い部分に12個
の単語を順番に表示する。
表示の方法は、3秒表示し、
2秒無表示で、次の単語を表
示する。

２．12個の単語を表示し終え
ると、このような画面表示に
変わり、質問への応答を促
す。

３．先に表示した12個の単語
と、別な12個の単語の合計
24個をランダムに表示し、先
に表示した単語であるかどう
かを、解答させる。



口頭命令テスト

左のような9個のボタンを画面に
表示し、音声で指示されるボタン
が正しく押されるかテストする。
テスト内容は
１．“６”を押すように指示
２．“３”と“８”を押すように指示



図形認識テスト
まず、画面に5秒間図形を表示するので、ど
のような図形かを覚えるように指示し、左の
図形を5秒間表示する。

5秒後に上記図形を消去し、
左の画面を表示する。

先に表示した図形を当て
させる。



図形認識テスト

前記テストと同様



図形認識テスト

前記テストと同様



図形認識テスト

前記テストと同様



概念理解テスト

左のような画面を表示し、
便箋に手紙を書いてポ
ストに入れるまでの正し
い順序を問う。

論理的に順序が間違っ
ている（例えば、便箋の
口を糊付けしてから封筒
に便箋を入れる）場合は、
誤答とする。



名称記憶テスト

左のような画面を表示し、
赤い丸の付いた指の名
前を当てさせる。

赤い丸は順に場所が変
わり、五本の指全部の
名前を問う。



見当識テスト（年の見当識）

左の画面を表示して、
今年は平成何年かを
選択させる。



見当識テスト（月の見当識）

左の画面を表示して、
今日は何月かを選択
させる。



見当識テスト（日の見当識）

左の画面を表示して、
今日は何日かを選択
させる。



見当識テスト（曜日の見当識）

左の画面を表示して、
今日は何曜日かを選
択させる。



お金の計算

指示された金
額分の硬貨を
選択させる



お金の計算

指示された金
額分の硬貨を
選択させる



お金の計算

指示された金
額分の硬貨を
選択させる



道具の理解

左のように日用品の画
像と選択肢を表示し、
それの用途を問う。



道具の理解

前記と同様



道具の理解

前記と同様



時計の理解



時計の理解



時計の理解



結果の表示

結果は左表のように
印字されます。
単語再認は、3回実
施し、24個の単語を
表示し、それが先に
表示した12個の単
語の中に「あった」ま
たは「なかった」を質
問しています。

全問正解なら０、全
問不正解なら２４に
なります。

結果判定の方法は
Ｐ１「ＴＤＡＳ結果判
定マニュアル」を御
参照ください。

(1回目) (2回目) (3回目) (小計)


